
 

教 授  松浦 純     MATSUURA, Jun 

 

1. 略歴 

 1968. 3  東京都立新宿高校卒業 

 1968. 4  東京大学文科三類入学 

 1971.10  サンケイスカラシップによりドイツ連邦共和国テュービンゲン大学留学（1973. 4帰国） 

 1974. 3  東京大学教養学部教養学科「ドイツの文化と社会」分科卒業（教養学士） 

 1976. 3  東京大学大学院人文科学研究科独語独文学専攻修士課程修了（文学修士） 

 1976. 4  東京大学文学部助手（ドイツ語ドイツ文学） 

 1977. 9  ドイツ連邦共和国テュービンゲン大学後期中世・宗教改革研究所にて在外研究（1980.3帰国） 

 1980. 4  東京都立大学人文学部講師（ドイツ語ドイツ文学） 

 1983. 4  同         助教授 

 1985. 4  東京大学文学部助教授（ドイツ語ドイツ文学） 

 1985. 5  ドイツ語学文学振興会賞受賞 

 1985. 7-9  ドイツ学術交流会（DAAD）の招待によりドイツ連邦共和国へ研究出張 

 1986. 7-9  東京大学学術基金によりドイツ連邦共和国へ研究出張 

 1989.10  ドイツ連邦共和国アレクサンダー・フォン・フンボルト研究財団の研究奨学金によりテュービ

ンゲン大学ドイツ文学科および後期中世・宗教改革研究所にて在外研究（1991. 9帰国） 

 1994.12  東京大学文学部教授（ドイツ語ドイツ文学） 

 1995. 4  学部改編により東京大学大学院人文社会系研究科・文学部教授、現在に至る 

 1995. 7  ドイツ連邦共和国大統領より Philipp Franz von Siebold-Preis 受賞（同賞により1995、1997、

1998、1999の各年度夏期休暇時、ドイツ連邦共和国ほかへ研究出張） 

 2001. 4  国際交流基金助成により、ドイツ連邦共和国ミュンヘン大学にて、同大ラインハルト・シュヴァ

ルツ名誉教授と共同研究（2002. 3 帰国） 

 2002.8 国際ルター学会（於コペンハーゲン）で研究報告 

 2005.7-9  ドイツ連邦共和国アレクサンダー・フォン・フンボルト研究財団の受賞者再招待により、テュー

ビンゲン大学後期中世・宗教改革研究所ほかへ研究出張 

 2009.11 ドイツ、ハイデルベルク学士院主催ワイマール版ルター全集完結記念シンポジウムで研究報告 

  2009.9 ドイツ、エルフルト旧アウグスティヌス会修道院図書館で講演 

 2011.8 学術振興会科学研究費により、ドイツ、ヴォルフェンビュッテル、イェナ、ドレスデン各図書館

他へ調査出張 

 2012.2 ドイツ、ヨーロッパ史研究所（マインツ）主催コロキウムで研究報告 

  2012.8 学術振興会科学研究費により欧州研究出張、国際ルター学会（於ヘルシンキ）で研究発表、ドイ

ツ、ヴォルフェンビュッテル、ドレスデン、ヴィッテンベルク、テュービンゲンなど各図書館で

資料調査 

  2013.6.17 恩賜賞・日本学士院賞受賞 

 2013.7-8 学術振興会科学研究費によりドイツ、ヴォルフェンビュッテル、ドレスデン、テュービンゲンな

ど各図書館で資料調査 

 

2. 主な研究活動 

a 専門分野  b 研究課題 

 専門分野としては、ルター研究とドイツ中世文学・中世思想研究を重点としている。 

 前者については、西欧思想史の中で、伝統的キリスト教思想を革新するとともに近代への発展の関与が問題にされ、

また特にドイツ思想史上まれな独自性と影響力を兼ね備えた思想家、ルターの思想を、完成した教義としてでなく、

中世思想の伝統やアクチュアルな状況との関係の中で運動としてとらえ、日本人にとってのあらたな理解の地平を開

くことを課題としている。 

 

 

 



 

c 主要業績 

(1) 論文 

Jun Matsuura、「Psalterdruck und Manuskripte zu Luthers Psalmenvorlesung (1513-1515) –  Ihre Wege 

durch die Geschichte」、Irene Dingel / Hennig P. Jürgens (Hg.)『Meilensteine der Reformation. 

Schlüsseldokumente der frühen Wirksamkeit Martin Luthers』 Gütersloh 2014、26-43. 242-250ページ 

Jun Matsuura, 「Martin Luther: Annotationen zu Melanchthons Pauluskommentaren (um 1536). Text und 

Kommentar」、「Luther Jahrbuch 2014」（印刷中） 

Jun Matsuura、「Duo cherubim adversis vultibus. Zur Herausbildung und texthermeneutischen Bedeutung 

des Grundsatzes Scriptura sui ipsius interpres.」、『Autotität und Autoritäten beim jungen Luther（仮

題）』、Tübingen 2014（印刷中） 

(2) 啓蒙 

松浦純、「歴史に徹する文献学の試み」、日本独文学会ホームページ、2013.8 

松浦純、「受賞書『Martin Luther: Erfurter Annotationen 1509-1510/11』について」、『日本学士院ニュースレタ

ー』、2013.10 

(3) 受賞 

国内、松浦純、Jun Matsuura、恩賜賞、The Imperial Prize、「Martin Luther: Erfurter Annotationen 1509-

1510/11」、「Martin Luther: Erfurter Annotationen 1509-1510/11」、日本学士院、The Japan Academy、

2013.6.17 

国内、松浦純、日本学士院賞、Japan Academy Prize、「Martin Luther: Erfurter Annotationen 1509-1510/11」、

「Martin Luther: Erfurter Annotationen 1509-1510/11」、日本学士院、2013.6.17 

 

3. 主な社会活動 

(1) 学外組織（学協会、省庁を除く）委員・役員 

日本学術会議、連携会員、2010～ 

日本学術会議、連携会員、文化の邂逅と言語分科会委員長、2011.10～ 

ドイツ学術交流会奨学生選考委員、2007～8、2010～11、2013 

学術振興会審査委員、2010～11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


